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はじめに

上新井小学校だからできる研究を

体育だけを教えることが小学校の教育ではない

技能を高めることだけが体力向上ではない



本日の内容
Research…児童及び教職員の実態

Plan………研究主題設定・組織作り

Do…………実践

Check……検証

Action……次年度へ向けて



R‐1 児童の体力実態

令和３年度新体力テスト（A＋B＋C）

７９．４％
〇コロナによる各種運動経験の減少

〇家庭での運動機会の減少

〇走能力・投能力・跳躍能力に課題



R‐２ 児童の意識実態

令和３年度４月児童アンケート

成長実感・めあて
〇学級によって指導力に差

〇目的意識・必要感の弱さ

〇課題把握⇒課題解決



R‐3 教職員実態

令和３年度４月教師アンケート

指導は好き

でも指導の自信が…
〇若手教員の知識経験不足

〇示範演技ができず困る

〇単元計画の仕方



R‐４ 実態の整理

➀技能だけでなく総合的な体力向上

➁目標を立てることの意識

➂教職員の指導力向上

➃コロナ禍における運動機会確保



P－１ 研究主題の設定

【主題】

自己の目標に向け

主体的に体力の向上に努める児童の育成

【副題】

体育学習や家庭との連携を通した手立ての実践



Pー２ 仮説と手立て

【仮説➀】

学年や学級の実態を把握し，それに応じた授業づくりを
実施することで，児童の総合的な体力の向上を図れるの
ではないか。

【手立て】

ワークシートの工夫・場の設定・上っ子体操の実施

校内掲示物の充実・各教科領域との連携

指導力向上



Pー３ 仮説と手立て

【仮説➁】

新体力テストの結果をとらえ，家庭と連携し
た運動機会の充実を図れば，児童の体力が向
上するのではないか。

【手立て】

上小チャレンジの実施・新体力テスト指導研修会の実施

各種運動教室等の実施

運動機会の確保



Pー４ 研究組織➀

授業研究チーム

・授業研究
（R3×10 R4×6）

・学年体育の中核
・校内実技伝達研修



Pー４ 研究組織➁

集計分析チーム

・アンケート集計分析
・診断，形成，総括の３
つの評価集計

・新体力テスト結果分析



Pー４ 研究組織➂

資料講習チーム

・「上っ子体操」考案
・「上小チャレンジ」考案
・新体力テスト指導法動画作成
・新体力テスト指導法研修実施



Pー４ 研究組織➃

環境整備チーム

・掲示物等の充実
・備品及び消耗品等の購入や教
具の作成

・授業環境の整備



Dー１ 実践➀

授業研実施 ２年間計１６回

上っ子体操の全校実施

みんなで教材研究



Dー１ 実践➁

新体力テスト指導法研修会

食育・健康教育 ワークシートの工夫

家庭運動プログロム
上小チャレンジ



Cー１ 効果の検証



Cー２ 効果の検証



Cー３ 効果の検証

＋８．３％



Cー４ 効果の検証
R３県平均を
超えた項目

R４県平均を
超えた項目

男子 ２０ ２９
女子 ２１ ２７
全校 ４１ ５６

所沢市第３学校給

食センター管内にお
ける給食残菜率も最
も少なかったです！

 R３平均得点 R４平均得点 

２０ｍシャトルラン 6.25 6.52 

５０ｍ走 5.54 5.63 

立ち幅跳び 5.11 5.58 

ボール投げ 4.86 4.88 

 

R３重点課題として示し

た能力について，向上が見
られる。（※投能力微増）



Cー５ 成果と課題

成長実感
授業が楽しい・運動量
めあて明確化

指導の等質化

授業時指示の精選

走能力（持久力）
跳躍力

投能力
走能力（スピード）

メニューの再考・授業



A 次年度へ向けて

指導の等質化

授業時の言葉がけ

投能力

メニューの再考・授業

令和５年度に向け・・・
○校内研修を継続し，児童の活動意欲を高める効果的な言葉がけについて研鑽を
積む

○上小チャレンジにおけるメニューを一部改善し，より課題にアプローチした内
容にする
○児童及び教職員がより一層楽しく授業を行うための環境整備を行う



おわりに

➀上新井小学校だからできる研究を

⇒課題の焦点化

➁体育科だけを教えることが小学校の教育ではない

⇒体育科だからこそ培うことのできる資質・能力

➂技能を高めることだけが体力向上ではない

⇒カリキュラム・マネジメント



各学校でできることを考え，実行していく・・・

子ども達も楽しく，教職員も主体的に・・・

ご清聴ありがとうございました


